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1
月

8
日
新
教
育
長
に
田
中
義
一

氏
2
7
日
上
庄
女
子
ミ
ニ
バ

ス
全
国
大
会
切
符
手
中

2
月

1
日
大
高
野
球
部
に
選
抜
初

出
場
の
知
ら
せ
東
高
の
校

章
・
制
服
決
ま
る
2
日
か
ま
く
ら
朝

市
9
日
三
年
ぶ
り
の
六
呂
師
雪
ま
つ

り
1
7
日
市
議
会
議
員
選
挙
C
M
日
議

長
に
松
田
庄
二
氏
、
副
議
長
に
藤
田
護

氏
3
月

8
日
工
業
高
校
最
後
の
卒
業

式
2
6
日
大
高
野
球
部
開
幕

試
合
で
甲
子
園
初
勝
利
2
7
日
春
日
児

童
セ
ン
タ
ー
・
荒
島
保
育
園
完
成

4
月

3
日
地
元
就
職
者
に
最
初
の

奨
励
金
交
付
6
日
亀
山
さ

く
ら
ま
つ
り
7
日
県
議
選
で
山
崎
氏

と
桑
森
氏
当
選
、
知
事
選
は
栗
田
氏

8
日
市
消
防
総
合
訓
練
大
野
東
高
開

校
1
2
日
食
品
業
者
ら
が
工
業
団
地
変

更
の
請
願
1
7
日
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
落

成
式
1
9
日
中
国
遼
寧
省
遼
陽
市
訪
日

団
来
市
2
0
日
白
山
線
に
新
型
バ
ス

2
6
日
石
灯
寵
会
館
落
成
’
″
日
市
広
報

T
V
番
組
「
こ
ん
に
ち
は
大
野
」
放
送

開
始5

月

8
日
県
議
会
議
長
に
山
崎
氏

‥
‐
日
七
間
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

2
1
日
上
庄
区
長
会
が
企
業
誘
致
促
進
の

請
願
2
6
日
名
水
マ
ラ
ソ
ン

6
月

1
日
大
徹
断
髪
式
、
湊
川
襲

名
南
部
第
二
に
新
町
名

5
日
第
三
次
総
合
基
本
計
画
発
表

9
日
新
農
業
委
員
決
ま
る
1
0
日
商
工

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
し
た

’91

大
野
市
の
出
来
事

①
市
議
選
で
新
陣
容
決
ま
る

②
大
高
野
球
部
開
幕
試
合

で
甲
子
園
初
勝
利

③
地
元
就
職
者
に
最
初
の

就
職
奨
励
金
交
付

④
大
野
東
高
校
開
校

⑤
石
灯
龍
会
館
落
成

⑥
県
議
会
議
長
に
山
崎
氏

⑦
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
竣
工

⑧
大
徹
断
髪
、
湊
川
を
襲
名



会
議
所
創
立
四
十
周
年
2
1
日
市
議
会

で
工
場
誘
致
促
進
を
採
択
斉
藤
助
役

再
任
2
8
日
旧
市
営
弓
道
場
解
体

7
月

9
日
中
国
天
童
寺
か
ら
高
僧

来
市
1
4
日
県
壮
年
の
つ
ど

い
1
7
日
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
造
成
開

始
1
8
日
市
文
協
創
立
四
十
周
年
1
9

日
草
の
根
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
会

議
多
田
清
氏
死
去
2
0
日
S
L
メ
ル

ヘ
ン
号
運
行
2
6
日
中
据
工
業
団
地
造

成
工
事
等
差
し
止
め
の
提
訴

8
［
円

1
日
資
源
ご
み
回
収
団
体
助

成
制
度
開
始
8
日
城
ま
っ

り
開
幕
‥
‐
日
道
元
と
ゆ
か
り
の
高
僧

展
1
5
日
「
う
ぐ
ピ
ー
」
が
お
お
の
お

ど
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
2
7
日
中
据

工
業
団
地
造
成
工
事
開
始

9
月

2
8
日
大
野
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ

ェ
ア
台
風
1
9
号
で
一
部
に

被
害
3
0
日
山
ヶ
鼻
古
墳
群
四
号
墓
の

調
査
開
始

1
0
月

2
日
名
水
保
存
会
が
工
場
誘

致
先
変
更
の
署
名
簿
提
出

4
日
名
水
訴
訟
第
一
回
口
頭
弁
論
6

日
す
す
き
ま
つ
り
1
3
日
三
代
目
ミ
ス

お
お
の
決
ま
る
1
9
日
東
高
校
歌
発
表

2
2
日
大
野
高
校
移
転
新
築
工
事
着
工

2
6
日
三
大
朝
市
ま
つ
り
開
幕

1
1
月1

日
市
総
合
文
化
祭
開
幕

3
日
市
政
功
労
者
表
彰
4

日
中
据
工
業
団
地
造
成
完
了
9
日
お

お
の
産
業
フ
ェ
ア
1
6
日
暴
力
追
放
大

野
市
民
大
会

1
2
月

６
日
名
水
訴
訟
第
二
回
口
頭

弁
論
（
予
定
）

⑨
南
部
第
ニ
に
新
町
名

　

市
第
三
次
総
合
基
本
計
⑩

画
発
表

1
市
議
会
で
工
場
誘
致
促
⑩
進
採
択

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
造
⑩

成
開
始

⑩
S
L
メ
ル
ヘ
ン
号
運
行

　

資
源
ご
み
回
収
団
体
補
⑩

助
制
度
開
始

　

大
野
高
校
移
転
新
築
工
⑩

事
着
エ

⑩
中
据
工
業
団
地
造
成
完
了

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
個

性
が
違
う
よ
う
に
、
受
け
取
り
方

も
様
々
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
掲
げ
た
一
年
間
の
出
来

事
を
、
今
一
度
し
っ
か
り
見
き
わ

め
て
、
平
成
四
年
の
飛
躍
に
つ
な

げ
た
い
も
の
で
す
。

応募
し工こください

U回‘il

大野耐以；ゴl－ス

　

平
成
三
年
度
の
主
な
出
来
事
を

写
真
で
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。
今

年
も
大
野
市
十
大
ニ
ュ
ー
ス
を
市

民
の
皆
さ
ん
の
投
票
で
決
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

「
こ
れ
だ
！
」
・
と
思
う
出
来
事

を
十
点
遡
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏

　
　

名
・
年
齢
…
項
目
の
番
号
を

　

書
い
て
、
市
役
所
総
務
課
広
報

　

広
聴
係
（
〒
9
1
2
大
野
市
天
神
町

　

1
－
1
）
ま
で
。
各
公
民
館
で

　

も
投
票
で
き
ま
す
。

締
切
1
2
月
1
7
日
⑧

※
十
項
目
的
中
者
に
は
、
図
書
券

ま
た
は
市
報
縮
刷
版
を
進
呈
。
多

数
の
場
合
は
抽
選
で
1
0
人
。
順
位

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。



火の元警報

発令中

7つのポイント
⑦
寝
た
は
こ
や
た
は
こ
の
投
け
捨
て
を
し
o
い

　

灰
皿
か
ら
落
ち
た
た
ば
こ
に
気

づ
か
ず
、
火
が
ふ
と
ん
や
畳
な
ど

に
燃
え
移
り
、
火
災
に
な
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
車
の

窓
か
ら
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
投

げ
捨
て
る
と
、
道
端
の
枯
れ
草
、

ト
ラ
ッ
ク
の
幌
な
ど
に
燃
え
移
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
火
の
始
末
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

②
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　

で
遊
は
せ
゛
い

　

も
し
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な

ど
で
遊
ん
で
い
る
子
を
見
つ
け
た

ら
、
し
か
る
だ
け
で
な
く
、
正
し

い
扱
い
方
を
教
え
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

③
風
の
強
い
と
告
は
、

　
　

た
告
火
を
し
゛
い

　

火
の
つ
い
た
枯
れ
葉
な
ど
が
、

風
に
舞
う
こ
と
が
あ
り
、
た
い
へ

ん
危
険
で
す
。

④
て
ん
ぷ
S
を
揚
け
る
と
き

　

は
そ
の
場
を
離
れ
゛
い

　

ち
ょ
っ
と
の
時
間
だ
け
な
ら
、

そ
れ
が
油
断
大
敵
で
す
。
何
か
の

用
で
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
に
し
ま
し
よ

　

今年の最優秀防火ポスターが決まりました。大野市と和泉

村の小・中学生合わせて1，393点の中から選ばれた力作です。

たばこに関する作品が多く出品されました。

亀井良恵さん（上庄中2年）

表いく美さん（朝日小4年）村元真澄さん（有終西小1年）



毎日が

徹底！火の用心
⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

　

す
い
も
の
を
置
4
！
！
≪
い

放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぎ
ま
す
。

⑥
ふ
る
の
空
だ
告
を

　

し
な
い

　

水
が
は
っ
て
あ
る
か
、
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
ス
ト
i
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
゛
い

　

ス
ト
ー
ブ
の
上
で
、
洗
濯
物
を

乾
か
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
洗

濯
物
は
乾
く
と
軽
く
な
り
、
熱
気

に
よ
る
上
昇
気
流
で
舞
い
上
が
り

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
落
ち
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
近

く
に
置
く
の
も
、
た
い
へ
ん
危
険

で
す
。

防火ポスター最優秀作品

羽生啓一さん（上庄小6年）丸山力哉さん（有終南小3年）

朝
日
琴
美
さ
ん
（
有
終
西
小
3
年
）

加
藤
な
つ
み
さ
ん
（
有
終
南
小
5
年
）

洞口匡弘さん（朝日小4年）川崎翔一郎さん（有終南小2年）

丸
山
聖
美
さ
ん
（
有
終
南
小
5
年
）



年末年始の市の業務

一般業務は27日まで

　　　

新年は4日から

4 3 2 ｜ 3
1

3
0

2
9

2
8

2
7

日

土 金 木 水 火 月 日 土 金 曜

仕
事

始
め ｀ 一 一 －廊置 一 一 ｀

仕
事

納
め

一
般

業
務

平
常 一`一 －御重 一一 ｀

平
常

市
民
諜

窓
口
業
務

午
後
一
時
～
　
　
　

9
時

午
前
9
時
～
　

午
後
5
時

午
前
9
時
～
　

午
後
5
時

午
前
9
時
～
　

午
後
5
時

廊 肺

午
前
9
時
～
　

午
後
5
時

午
後
－
時
～
　
　
　

9
時

胎

休
日
急
患

診
療
所

平
常 一` －＠－

｀

午
前
8
時
3
0
分
　

～
午
後
5
時

廊

午
前
8
時
3
0
分
　

～
午
後
5
時

平
常

ヽ
ご
み
の

持
ち
込
み

一` 」
－廊－ 一一 ｀

平
常

平
常

し
尿

く
み
取
り

一`一I 平
常

ど
お

り 一一一 ″
葬
斎
場

｀」」一 －御璽 一一一 ″
図
書
館

・
市
民
課
窓
口
業
務

　

戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
、
各
種

証
明
書
の
発
行
な
ど
の
窓
口
業
務

は
、
二
十
七
日
面
ま
で
で
す
。
年

末
は
特
に
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

ご
要
件
は
お
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

出
生
届
・
死
亡
届
な
ど
は
、
休

み
の
間
で
も
市
役
所
当
直
室
（
庁

舎
東
側
入
り
口
横
）
で
受
け
付
け

ま
す
。

・
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　

土
曜
か
ら
日
曜
に
か
け
て
の
夜

間
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず

電
話
（
豊
6
5
－
7
3
3
3
）
で
事

前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

来
所
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
収
集

　
　

「
燃
え
る
ご
み
」
「
燃
え
な
い

ご
み
」
の
収
集
は
、
三
十
日
の
月

曜
収
集
地
区
ま
で
で
す
。
地
域
に

よ
っ
て
収
集
日
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
各
自
の
最
終
日
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

・
空
き
び
ん
回
収

　

十
二
月
中
は
、
平
常
ど
お
り
各

地
区
ご
と
の
指
定
日
に
空
き
び
ん

を
回
収
し
ま
す
。

　

来
年
一
月
と
二
月
は
休
業
し
ま

す
の
で
、
三
月
の
回
収
指
定
日
ま

で
各
家
庭
で
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

・
し
尿
く
み
取
り

　

二
十
九
日
⑥
か
ら
一
月
五
日
⑥

ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
年
末
は

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
業
者

へ
の
依
頼
は
早
め
に
し
て
く
だ
さ

い
。

・
図
書
の
貸
し
出
し

　

図
書
館
は
、
二
十
七
日
面
か
ら

一
月
四
日
①
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　

十
二
月
十
三
日
面
か
ら
二
月
末

日
ま
で
の
間
、
図
書
館
で
は
特
別

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の
期

間
中
（
休
館
日
を
除
く
）
は
、
一

人
で
何
冊
も
図
書
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
貸
し
出
し
期
間
も

三
週
間
と
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

台
風
被
害
の
修
繕
に
6
0
0
万
円
を
補
正

　

十
一
月
五
日
、
市
議
会
臨
時

会
が
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
三
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、

台
風
十
九
号
に
よ
る
シ
ヤ
ッ
タ

ー
や
フ
ェ
ン
ス
、
屋
根
な
ど
公

共
施
設
の
一
部
破
損
に
伴
う
修

繕
費
六
百
万
円
で
す
。
当
初
か

ら
の
累
計
額
は
、
百
三
十
億
三

千
三
百
四
十
八
万
六
千
円
と
な

り
ま
す
。

　

議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る

工
事
請
負
契
約
（
九
千
万
円
以

上
）
に
関
す
る
二
議
案
も
次
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

工事名
農業集落排水事業

（南六呂師）第1号工事

農業集落排水事業　

（下唯野）第1号工事

場所 南六呂師地係 下唯野地係

契約額 2億3，133万8千円 ｜億1，154万9千円

内容
処理場、電気機械

設備、管布設工事
管布設工事

契約先
熊谷組・宮田組　　　

共同企業体

真柄建設・谷本建

設工業共同企業体

工期 平成4年3月23日 平成4年3月23日



除
雪
に
ご
協
力
を

　

い
よ
い
よ
雪
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

で
す
。

　

除
雪
は
、
交
通
量
の
多
い
幹
線

道
路
や
バ
ス
路
線
を
優
先
的
に
行

い
、
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
し
ま

す
。
積
雪
十
靭
で
直
ち
に
除
雪
す

る
ほ
か
、
夜
間
に
積
雪
が
あ
っ
た

場
合
は
、
早
朝
三
時
か
ら
作
業
を

開
始
し
ま
す
。

　

効
率
の
よ
い
除
雪
作
業
が
出
来

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昼
夜
を
問
わ
ず

　

路
上
駐
車
は
厳
禁

話
し
合
っ
て

　

雪
下
ろ
し
は
」
斉
に

せ
き
止
め
な
い
よ
う

　

流
雪
溝
を
有
効
に

赤
布
な
ど
で

　

除
雪
作
業
の
目
印
を

万
が
一
に
備
え

　

防
火
施
設
の
除
雪
を

エキ・サイティンク

スポーツ

情………報

ミ
ニ
バ
ス
ケ

女
子
は
上
庄
が
連
覇

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
男
女
合
わ
せ
て
九
チ
ー
ム
が

リ
ー
グ
戦
を
展
開
。
女
子
は
上
庄

が
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。

【
男
子
】
①
松
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
福
井
）
2
鳥
羽
（
鯖
江
）

3
蕨
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

【
女
子
】
①
上
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
2
下
庄
ク
ラ
ブ
②
阪
谷
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

訥
会
図
図

★
市
民
弓
道
大
会

【
遠
的
の
部
】
①
清
水
幸
典
2
山

口
誠
一
③
青
木
範
幸

「
近
的
の
部
」
①
前
田
福
蔵
2
深

井
光
男
②
山
口
誠
一

★
B
＆
G
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

①
交
友
A
2
昇
龍
3
交
友
B

★
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

決
勝

豪
友
会
0
3
0
0
0
0
2
一
5

ニ
チ
コ
ン
0
0
0
0
0
2
0
一
2

県
少
年
サ
ッ
カ
ー

二
部
で
F
C
お
お
の
優
勝

　

県
少
年
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

は
十
一
月
十
日
、
全
日
程
を
修
了

二
部
（
五
年
生
以
下
）
で
は
、
F

C
お
お
の
が
決
勝
で
平
章
チ
ー
ム

　

（
丸
岡
）
と
対
戦
。
前
半
I
点
を

先
行
さ
れ
た
も
の
の
後
半
2
点
を

入
れ
て
逆
転
。
見
事
に
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
二
部
は
、

大
野
勢
が
一
昨
年
の
下
庄
、
昨
年

の
有
終
南
に
続
い
て
三
年
連
続
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

F
C
お
お
の
は
1
－
一
月
1
7
日
富

山
県
で
行
わ
れ
た
北
陸
少
年
サ
ッ

カ
ー
新
人
大
会
で
も
、
堂
々
の
三

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
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安眠を考える
気
分
転
換
と
適
当
な
疲
労
が
効
果

　
　
　
　
　

眠
り
の
潮
時
に
合
わ
せ
る

　

昔
か
ら
快
眠
・
快
食
・
快
便
は
、
健
康
の
目
印
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
眠
り
は
、
脳
細
胞
が
い
つ
で
も
活
発
に
働
け

る
よ
う
に
整
え
る
た
め
の
準
備
工
作
で
す
。
安
ら
か
な
眠

り
に
よ
っ
て
、
健
康
を
保
ち
明
敏
な
精
神
活
動
が
で
き
る

の
で
す
。
少
し
で
も
安
眠
で
き
る
よ
う
に
、
生
活
の
リ
ズ

ム
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　

「
安
眠
と
は
何
か
」
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
十
分
に
は
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に

は
「
昼
間
、
普
通
に
活
動
で
き
る

程
度
の
眠
り
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

安
眠
で
き
る
た
め
の
方
法
を
次

の
三
つ
の
面
か
ら
と
ら
え
て
み
ま

◆
環
境
を
整
え
る

　

騒
音
は
、
最
も
大
き
な
睡
眠
障

害
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
寝
室
の
戸
や
窓
を

二
重
に
し
、
雨
戸
を
つ
け
た
り
、

厚
い
カ
ー
テ
ン
を
部
屋
全
体
に
か

け
ま
す
。
ま
た
、
軽
い
化
学
繊
維

で
で
き
た
軽
い
綿
で
、
耳
に
栓
を

す
る
の
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

冬
は
重
い
掛
け
布
団
の
代
わ
り

に
、
電
気
毛
布
を
使
う
の
は
結
構

で
す
が
、
必
ず
温
度
管
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。
寝
間
着
は
、
よ
く
汗

を
吸
い
取
る
木
綿
の
も
の
で
、
こ

ま
め
に
洗
濯
さ
れ
た
さ
っ
ぱ
り
し

た
も
の
を
着
て
く
だ
さ
い
。

◆
規
則
正
し
い

　

生
活
の
リ
ズ
ム
を

私
た
ち
の
体
に
は
、
も
と
も
と

備
わ
っ
て
い
る
「
眠
り
の
潮
時
」

に
合
わ
せ
て
、
床
に
入
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
れ
が
生
体
の
リ
ズ

ム
に
乗
る
こ
と
と
な
り
、
最
も
自

然
で
無
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
安
眠
の
た
め
に
は
、
規
則
正

し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
大
事
な

の
で
す
。

　

空
腹
や
満
腹
感
が
あ
る
と
安
眠

は
で
き
ま
せ
ん
。
就
寝
前
二
土
二

時
間
前
に
は
、
夕
食
を
済
ま
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
昼
間
の
精

神
的
な
活
動
を
静
め
て
、
夜
の
感

性
的
な
ム
ー
ド
に
切
り
替
え
る
こ

と
、
つ
ま
り
気
分
の
転
換
も
安
眠

に
は
必
要
で
す
。
ほ
ど
よ
い
疲
労

も
安
眠
を
誘
い
ま
す
。
寝
る
前
に

軽
い
体
操
や
ぬ
る
ま
湯
の
ふ
ろ
に

ゆ
っ
く
り
入
る
こ
と
は
、
効
果
が

あ
り
ま
す
。

◆
不
眠
の
正
体
と
治
療
法

　

自
分
で
作
っ
た
繩
で
、
自
分
を

縛
っ
て
一
人
苦
し
ん
で
い
る
の
が

不
眠
の
実
態
で
す
。
今
晩
寝
れ
な

く
て
も
、
明
日
寝
て
や
ろ
う
と
思
っ

た
り
、
す
べ
て
を
神
仏
に
お
ま
か

せ
だ
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
だ
け

で
意
外
と
眠
れ
る
も
の
で
す
。

　

人
間
は
、
眠
ら
な
い
と
生
き
て

い
け
な
い
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す

気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ

と
が
先
決
で
す
。
ど
う
し
て
も
眠

れ
な
い
と
き
は
、
早
め
に
医
師
に

相
談
し
、
原
因
を
調
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

枠り＝まま，め儲晦づ0ま啼葎押lままjまま，ます・iSi＾irセンター（豊65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
刄

電子レンジ用プラスチック容器

しっかり確認して

容器の材質と耐熱温度

　

冷
凍
食
品
な
ど
の
普
及
に
伴
い
、
電
子
レ
ン
ジ
用
の
耐

熱
・
耐
冷
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
が
、
た
く
さ
ん
出
回
つ
て

い
ま
す
。
材
質
や
用
途
に
よ
っ
て
、
耐
熱
温
度
も
違
い
ま

す
。
容
器
が
溶
け
た
り
し
て
、
せ
っ
か
く
の
料
理
が
台
無

し
に
な
っ
て
は
大
変
で
す
。
容
器
の
表
示
を
し
っ
か
り
確

認
し
て
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

食
品
を
入
れ
た
ま
ま
、
高
温
の

使
用
に
耐
え
、
冷
解
凍
で
き
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
食
品
衛
生
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

容
器
の
耐
熱

　

材
質
に
よ
っ
て
耐
熱
温
度
は
様
々

で
、
最
高
は
二
百
六
十
度
ま
で
の

製
品
が
あ
り
ま
す
（
表
1
）
。

　

水
は
ど
ん
な
に
加
熱
し
て
も
百

度
を
超
え
ま
せ
ん
が
、
油
が
多
く

水
分
の
少
な
い
も
の
や
し
ょ
う
ゆ

ソ
ー
ス
、
砂
糖
の
よ
う
に
濃
度
の

濃
い
も
の
は
、
加
熱
す
る
と
百
五

十
度
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を
使
っ
て
の

加
熱
は
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

耐
熱
温
度
の
わ
か
ら
な
い
容
器

は
、
加
熱
時
間
が
長
く
な
る
と
耐

熱
温
度
を
超
え
、
容
器
が
軟
化
I

た
り
、
変
形
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

容
器
の
表
示

容
器
に
は
、
「
電
子
レ
ン
ジ
に

使
用
で
き
ま
す
」
と
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
体
の
底
部
に
は
表

2
の
よ
う
に
「
家
庭
用
品
品
質
表

示
法
」
に
よ
る
材
質
が
必
ず
書
い

て
あ
り
ま
す
。

　

ふ
た
付
き
容
器
の
場
合
、
本
体

は
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
ふ
た
は
A

S
樹
脂
、
止
め
具
は
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
、
パ
ッ
キ
ン
は
シ
リ
コ
ン

樹
脂
と
部
分
的
に
材
質
が
違
い
ま

す
。
本
体
は
耐
熱
性
で
あ
っ
て
も

ふ
た
は
熱
に
弱
い
も
の
が
多
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
の
注
意
事
項

　

レ
ン
ジ
に
付
属
し
て
い
る
解
凍

網
（
解
凍
皿
、
解
凍
ト
レ
ー
と
も

い
う
）
は
、
生
物
の
解
凍
だ
け
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
中
で
、

次
の
材
質
は
、
溶
け
た
り
こ
げ
た

り
し
ま
す
の
で
使
え
ま
せ
ん
。

　

ポ
リ
ェ
チ
レ
ン
ー
ス
チ
ロ
ー
ル
ー

フ
ェ
ノ
ー
ル
ー
ユ
リ
ア
樹
脂
・
メ

ラ
ミ
ン
樹
脂
ラ
ッ
プ
は
、
野
菜
な

ど
の
下
ご
し
ら
え
に
包
ん
だ
り
、

ふ
た
が
わ
り
に
使
う
が
、
材
質
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
耐
熱

温
度
百
二
十
度
以
上
の
製
品
を
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

表1 市目JiA九でいるレンり用

プラスチヽyク容器の材質

種類 耐熱温度（℃）

飽和ポリエステル 200～260

不飽和ポリエステル 200～230

ポリメチルペンテン 200

ポリサルホン 180

ポリカーボネート 140

ポリプロピレン 120～140

表2例：ふたつき容器の表示の場合

使用上の注意

・電子レンジ使用の時は必ずフタをはずして下さい。
・油分の多い食品の加熱時間に注意して下さい。
・熱いものは、冷やしてからフタをして下さい。

家庭用品品質表示法による表示

原料樹脂 mmタ忌1脊 耐冷温度

本体・仕切り ポリプロピレン 140°C －2n‘『

フタ AS樹脂 80℃ －30℃

止め具 ポリカーボネート 140℃ －30℃
ノヾヽソキン シリコーン樹脂 180℃ －40℃
容量 500ml
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」
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

工夫しました（乾側小）

＜る一ぶ登場 陶芸クラブ「楽窯会」

焼
き
物
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て

　

市
内
で
最
初
の
陶
芸
ク
ラ
ブ
と

な
っ
た
「
楽
窯
会
」
は
、
現
在
七

十
二
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
六
十
三
年
に
始
ま
っ
た

下
庄
公
民
館
文
化
講
座
の
一
つ
陶

芸
教
室
で
し
た
。

　

講
座
修
了
後
も
、
陶
芸
を
続
け

た
い
と
い
う
声
が
強
い
こ
と
か
ら

三
年
間
の
講
座
を
修
了
し
た
一
期

生
か
中
心
と
な
っ
て
、
今
年
の
五

月
に
結
成
し
ま
し
た
。

　

陶
芸
の
指
導
は
、
大
森
正
人
先

生
（
三
十
五
歳
・
福
井
市
）
。
坂

井
町
に
陶
彩
と
い
う
工
房
を
持
っ

て
お
ら
れ
、
坂
井
町
や
金
津
の
公

民
館
で
も
指
導
さ
れ
て
お
り
、
下

庄
公
民
館
も
合
わ
せ
る
と
約
三
百

人
の
講
座
生
を
抱
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
陶
芸
の
指
導
者
と
し
て
は

若
く
て
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
な
大
森
先

生
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
指
導
方
法
で

会
員
に
好
評
だ
そ
う
で
す
。

　

初
代
会
長
に
就
任
し
た
宮
腰
芳

信
さ
ん
（
四
十
一
歳
・
本
町
）
は

　

「
大
森
先
生
に
出
会
え
た
か
ら
こ

そ
、
こ
の
会
が
結
成
で
き
た
ん
で

す
。
講
座
が
終
わ
っ
て
帰

る
の
は
い
つ
も
夜
の
十
一

時
過
ぎ
に
な
る
ん
で
す
よ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

楽
窯
会
が
主
催
す
る
最

初
の
陶
芸
展
が
十
一
月
十

五
日
か
ら
三
日
間
、
市
産

業
文
化
展
示
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
員
が
丹
精

込
め
て
作
っ
た
作
品
約
百

二
十
点
が
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
市
民
も
出
来
映
え
の

見
事
さ
に
感
心
し
て
い
ま

し
た
。

　

楽
窯
会
の
加
入
は
、
公

民
館
の
講
座
を
修
了
し
た

人
か
そ
れ
に
準
ず
る
人
と

決
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
公

民
館
職
員
の
中
村
さ
ん
は
「
も
の

す
ご
い
人
気
で
、
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
ん
で
す
。
設
備
が
不
十
分
で
、

講
座
生
や
会
員
に
は
申
し
訳
な
い

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

陶
芸
展
後
の
反
省
会
は
専
用
の
施

設
が
必
要
な
ほ
ど
の
熱
気
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

ヤングコーナー

肩
に
ズ
ッ
シ
リ

シ
ス
オ
ペ
の
重
責

中村直正

（19歳・水落町）

　

皆
さ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
大
野
市

に
は
「
越
前
お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
」

と
い
う
ホ
ス
ト
局
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
七
月
か
ら
ホ
ス
ト
の
シ

ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

私
か
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
小
学
六
年
生
の
頃
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
植
物
や

動
物
と
た
わ
む
れ
て
い
る
よ
う

な
毎
日
で
し
た
。

　

友
だ
ち
が
買
っ
た
パ
ソ
コ
ン

グ
ー
ム
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
み
あ
さ
り
、

中
学
に
入
る
と
き
父
が
パ
ソ
コ

ン
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
説
明

書
を
読
み
な
が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
打
ち
込
み
ま
し
た
が
、
エ
ラ
ー

の
連
続
で
し
た
。
高
校
一
年
の
時

に
、
ホ
ー
ム
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
。

友
人
と
三
人
で
自
作
ゲ
ー
ム
を
作
っ

て
楽
し
ん
だ
も
の
で
す
。
高
校
二

年
の
と
き
、
友
だ
ち
が
通
信
機
能

を
持
っ
た
機
種
を
手
に
い
れ
た
こ

と
か
ら
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
始
め

　

「
お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
」
の
存
在
を

知
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
の
電
気
関
係
の
会

社
で
働
い
て
お
り
、
五
月
に
は
自

分
の
給
料
で
待
望
の
本
格
的
な
パ

ソ
コ
ン
を
買
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

い
ま
や
パ
ソ
コ
ン
な
し
で
は
考

え
ら
れ
な
い
毎
日
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
お
く
え

つ
ネ
ッ
ト
」
に
は
、
市
内
は
も
ち

ろ
ん
市
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
仲

間
が
ア
ク
セ
ス
し
て
き
ま
す
。
少

し
で
も
使
い
や
す
い
よ
う
に
、
気

軽
に
入
れ
る
よ
う
に
と
、
ほ
と
ん

ど
毎
日
、
ホ
ス
ト
局
を
の
ぞ
い
て

い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
い

う
肩
書
き
を
も
ら
い
、
そ
の
重
み

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
毎
日

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い

も
あ
り
ま
す
。

　

私
の
希
望
と
し
て
は
、
も
っ
と

若
い
人
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

自
分
の
意
見
な
ど
を
主
張
し
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。



私も4rxこ・＊＜
生
涯
学
習
の
つ
も
り
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
も
市
内
の
病
院
で
五
ヵ
月

間
働
き
ま
し
た
。
病
院
の
給
食
係

の
方
が
休
職
さ
れ
た
の
で
、
そ
の

代
理
と
し
て
朝
か
ら
三
時
間
ほ
ど

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
時
初
め
て
分
か
っ
た
の
で

す
が
、
病
院
で
は
「
子
供
の
日
」

　

「
七
夕
」
「
敬
老
の
日
」
な
ど
に

特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
る

ん
で
す
。
私
も
以
前
に
入
院
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
病
院
の
食

事
は
一
般
的
に
不
評
で
す
。
私
か

勤
め
て
い
た
と
き
に
は
、
お
い
し

そ
う
な
紅
葉
弁
当
が
、
患
者
さ
ん

全
員
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
病
気
に
応
じ
て
材
料
は
吟
味

し
て
あ
り
ま
す
。
弁
当
に
は
「
早

い
回
復
を
お
祈
り
し
ま
す
」
と
や

さ
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
付
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
ん
な
病
院
も
あ
る
ん

だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
同
時
に
い

い
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
派

遣
先
は
、
多
種
多
様
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
最
近
、
求
人
が
多
く
て

十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
ほ
ど
で

す
。
現
役
を
退
い
た
お
年
寄
り
で

す
が
、
私
た
ち
で
も
で
き
る
仕
事

中
に
は
私
た
ち
で
な
け
れ
ば
と
思

う
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、

い
ま
ま
で
働
い
て
き
た
職
場
と
は

違
っ
た
仕
事
で
す
か
ら
、
自
分
の

勉
強
に
も
な
り
ま
す
し
、
何
よ
り

も
新
し
い
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
、
自
分
の
世
界
が
広
が
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
昨

今
で
す
が
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば

い
く
ら
で
も
仕
事
は
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間
は
比
較
的
短
い
で
す
し

一
時
的
に
雇
わ
れ
る
だ
け
で
す
か

ら
、
飽
き
る
こ
と
も
な
い
よ
う
で

す
。
封
筒
の
あ
て
名
書
き
や
請
求

書
の
発
行
な
ど
の
簡
単
な
仕
事
も

あ
り
ま
す
。

　

働
く
こ
と
は
、
健
康
に
も
い
い

影
響
を
及
ぼ
す
と
思
い
ま
す
。
意

欲
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

（
松
本
栄
子
・
・
6
7
歳
一
・
春
日
二
丁
旦

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
I
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
公
聴
係
」
で
す
。

W鴫歌

金
メ
ダ
ル
と
す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
胸
に

野
郎
敏
子
さ
ん
（
3
9
歳
・
木
本
）

　

第
二
十
七
回
全
国
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ほ
ほ
え
み
の
石

川
大
会
）
が
、
十
月
二
十
六
日
・

二
十
七
日
に
開
か
れ
、
野
郎
敏
子

さ
ん
が
二
種
目
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
選
手
が
、
生
涯

に
一
度
だ
け
出
場
で
き
ま
す
。
種

目
も
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
、
細

か
く
区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
一
人
で
も
た
く
さ
ん
の
人
に
メ

ダ
ル
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
よ
う
に

と
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

野
郎
さ
ん
が
出
場
し
た
種
目
は

全
盲
の
部
の
立
ち
幅
跳
び
と
砲
丸

投
げ
で
す
。
県
大
会
後
、
全
国
大

会
出
場
が
決
ま
り
、
県
陸
上
競
技

場
で
練
習
開
始
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
た

の
は
、
日
本
陸
上
界
で
も
有
名

な
吉
田
良
一
さ
ん
で
し
た
。
筋

力
ア
ッ
プ
な
ど
を
親
切
に
コ
ー

チ
し
て
も
ら
っ
た
野
郎
さ
ん
は

　

「
あ
ん
な
有
名
な
人
に
教
え
て

も
ら
え
る
な
ん
て
感
激
で
し
た
。

帰
っ
て
す
ぐ
に
電
話
で
報
告
し

ま
し
た
よ
。
金
メ
ダ
ル
も
う
れ

し
い
で
す
が
、
福
井
か
ら
大
勢

の
人
が
応
援
に
来
て
く
れ
た
こ

と
と
予
想
以
上
の
歓
迎
に
涙
が

出
ま
し
た
。
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」

と
興
奮
し
な
が
ら
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

野
郎
さ
ん
は
、
こ
の
貴
重
な

体
験
を
一
人
で
も
多
く
の
障
害

者
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

・
ス
キ
ー
無
料
講
習
会

　

ク
ロ
ー
バ
ー
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

が
二
十
周
年
記
念
行
事
の
一
環

と
し
て
無
料
で
開
き
ま
す
。

日
時
1
月
1
5
日
④
午
前
9
時

　

～
午
後
3
時

会
場
勝
原
ス
キ
ー
場

コ
ー
ス
ビ
ギ
ナ
ー
・
初
級
・

　

中
級
●
上
級

対
象
小
学
生
以
上
（
小
学
生

　

は
保
護
者
同
伴
、
1
8
歳
未
満

　

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

申
込
締
切
1
月
1
0
日
面

申
込
方
法
申
込
用
紙
で
事
務

　

局
へ
送
付

送
付
・
問
合
せ
先
〒
9
1
2
陽
明

　

町
3
－
1
0
1
利
根
川
鉄
工
内
ク

　

ロ
ー
バ
ー
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事

　

務
局
（
豊
6
6
●
0
0
4
3
）

準
備
物
ス
キ
ー
用
具
、
昼
食
、

　

保
険
料
2
0
0
円
（
当
日
）

・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

　
　
　

隊
員
募
集
中

　

約
束
ご
と
を
守
り
な
が
ら
、

野
外
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
対
象
5
歳
か
ら
高
校
生

　

ま
で
の
男
子

申
込
。
問
合
せ
先
ト
ミ
ヤ

　
　

（
元
町
6
－
4
豊
6
6
・
2
2

　

9
5
）
横
田
憲
司
（
泉
町
7

　

－
2
0
豊
6
6
・
3
5
1
3
）



市
民
の
憩
い
の
広
場
は
「
有
終
公
園
」

　

図
書
館
南
側
の
公
園
は
「
有
終
公
園
」
と
決
定
。
応
募
総
数
1
4
6
点
の
中
で
は

最
も
多
く
、
有
終
南
小
学
校
跡
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
称
に
な
り
ま
し

た
。
命
名
者
は
、
松
田
真
木
子
j
（
有
明
町
）
竹
根
な
み
子
j
（
庄
林
）
榊
原

栄
j
（
泉
町
）
坪
内
き
よ
子
j
（
中
野
）
印
牧
勝
治
j
（
右
近
次
郎
）
萬
谷
正

j
（
元
町
）
松
浦
美
智
子
j
（
丸
岡
町
）
で
し
た
。

有終東小PTA

　

校下全域で廃品回収

　

1
0
月
2
7
日
、
有
終
東
小
P
T
A
の

廃
品
回
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

数
年
に
わ
た
る
恒
例
の
事
業
で
、

校
下
内
の
全
家
庭
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
雨
の
中
、
回
収
さ
れ
た
新
聞

や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
耀
、

空
き
び
ん
を
満
載
し
た
車
が
続
々
と

集
合
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
へ
手
渡
し
で

積
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
の
収
益

は
約
2
1
万
円
。
図
書
の
購
入
と
P
T

A
活
動
費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

秋の味覚どっさり

　

三大朝市物産まつり盛大

　

恒
例
の
三
大
朝
市
物
産
ま
つ
り
が

1
0
月
2
6
・
2
7
日
に
開
か
れ
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
友
好
市
町

村
の
岐
阜
県
高
山
市
・
北
海
道
三
石

町
、
新
潟
県
能
生
町
か
ら
も
海
や
山

の
幸
が
並
べ
ら
れ
、
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
て
い
ま
し
た
。
会
場
の
七
間
通
り

の
中
央
に
テ
ン
ト
が
並
び
、
両
側
を

買
い
物
客
が
行
き
交
い
ま
し
た
が
、

余
り
の
混
雑
ぶ
り
に
立
ち
往
生
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。

児童の書道作品が

熊河川砂防堰堤記念碑に

　

建設省が建設した熊河川砂防堰堤記

念碑の除幕式が11月9日、現地で行わ

れました。堰堤左岸に設けられた黒み

かげ石の記念碑には、完成記念書道展

で特選に選ばれた長谷川容子さんの文

字が彫られています。市内から約1時

間の山奥とあって、入選した児童ら7

人も、白い息を吐きながら除幕式に臨

んでいました。

『TT予て丿翫ぞ二でTT蔓工獲塁K』U］n

JR越前大野駅に

乗車券の自動券売機登場

　

11月1日からJR越前大野駅に、乗

車券の自動券売機がお目見えしました。

購入できる切符は、乗車券が1，590円

まで、自由席特急券は100km（金沢、

米原）までとなっており入場券も買え

ます。購入は現金のほかにオレンジカー

ドも使用できます。自動券売機は、駅

正面入り口を入った左手に設置されて

います。ご利用ください。

S遇（恥包湯
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過
去
最
高
の
人
出
1
1
1
お
お
の
産
業
フ
ェ
ア
」

　

大
野
市
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、
「
お
お
の
産
業
フ
ェ
ア
」
が
H
月
9
・

1
0
日
、
大
野
有
終
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
と
は
対
照
的
に
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
大
変
な
人
の
波
で
し
た
。
家
畜
と
親
し
む
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
ウ
サ
ギ
の
レ
ー
ス
が
大
人
気
。
ち
び
っ
こ
の
声
援
を
受
け
た
ウ
サ
ギ
も
、

あ
ま
り
の
人
出
に
驚
い
て
場
外
に
逃
げ
出
す
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

古
河
か
ら
特
産
品
と
歌
手

　

姉
妹
都
市
の
茨
城
県
古
河
市
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
特
産
品
の
洋
傘
や
名
菓

地
酒
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
が
即
売
さ

れ
ま
し
た
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
歌
謡

シ
ョ
ー
で
は
、
古
河
市
出
身
の
新
人

歌
手
「
和
由
貴
子
」
さ
ん
も
出
演
。

訪
れ
た
市
民
ら
も
、
ひ
と
き
わ
大
き

い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

英語の歌詞を交えた

大野東高の校歌決まる

　

今年の4月に開校した大野東高校の

校歌が10月19日に発表されました。今

までのイメージを一新し、英語の歌詞

を交えた校歌に生徒も最初はビックリ。

作詞は大野市出身の正津勉さん、作曲

は友人の谷川賢作さんが担当しました。

正津さんは、気軽に口ずさめる校歌を

作ろうと、数回同校を訪れて生徒と対

話したそうです。

S：：゛言：＝yj，：7……iJ」不一＝：ミで゛｀゜’i｀i゛：yj……卜゛了子に会……；フ……゛，J；J゛j゛二j2fl

＝‥しいJじ，I原よ。。スtI，。。：………………Jレ＝。，ズレ，。丿工ニ∠………。燃よ胆よ二言よU宍，ヶ……会会jj万

県警ヘリコプターも飛来

暴力追放大野市民大会開催

　

11月16日、有終会館で暴力追放大野

市民大会が開かれ、市民や関係者など

約200人が参加しました。暴力追放標

語コンクールに人選した小山直子さん

　

（上庄中2年）ら14人と運動に功績の

あった2事業所を表彰。県警ヘリ（く

ずりゅう号）も市民グラウンドに舞い

降り、参加した市民から注目を浴びて

いました。



お
知
ら
せ

12月

●
建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

　

税
務
課
へ
ご
連
絡
を

　

土
地
・
建
物
に
か
か
る
固
定
資

産
税
は
、
所
有
者
の
申
告
や
市
の

評
価
委
員
な
ど
に
よ
る
現
地
調
査

に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
の
取
り
壊
し
や
新
・
増
築

を
さ
れ
ま
し
た
ら
、
必
ず
市
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
市
役
所
税
務
課
資
産
税

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

2
5
）

一
人
権
に
関
す
る
相
談
は

　

人
権
擁
護
委
員
へ

　

1
2
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
は

　

「
第
4
3
回
人
権
週
間
」
で
す
。

　

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
で
は

家
庭
内
や
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、

騒
音
や
悪
臭
な
ど
の
公
害
、
不
当

な
差
別
や
い
や
が
ら
せ
、
い
じ
め

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
の

相
談
に
、
い
つ
で
も
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

大
門
俊
我
（
錦
町
4
－
H
豊
6
6
・

　

2
7
9
1
）

田
中
安
蓼
子
（
天
神
町
3
－
4
豊

　

6
6
・
4
0
Q
J
n
7
）

井
尾
治
郎
左
工
門
（
佐
開
1
1
－
1
6

　

豊
6
5
・
8
2
1
5
）

中
村
定
一
（
不
動
堂
1
6
－
1
5
豊
6
7
・

　

1
5
5
6
）

明
石
綾
子
（
中
津
川
3
1
－
1
3
－
I

　

豊
6
5
・
5
5
6
0
）

●
お
役
立
て
く
だ
さ
い

　

S
マ
ー
ク
の
お
店

　

理
容
店
・
美
容
店
・
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
S
マ
ー

ク
」
は
、
厚
生
大
臣
認
可
の
標
準

営
業
約
款
に
従
っ
て
営
業
し
て
い

る
お
店
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

　

こ
の
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、

消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
消
費

者
の
選
択
の
利
便
を
図
り
、
公
衆

衛
生
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
次
の
3
つ
の
S
を

保
証
し
ま
す
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
標
準
）
一
定
水

　

準
以
上
の
技
能
・
技
術
で
お
客

　

様
に
価
値
観
を
提
供

サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
衛
生
）
清
潔

　

で
明
る
い
店
構
え
と
気
配
り
を

　

も
っ
て
接
し
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
（
安
全
）
フ
ラ
イ

　

ド
と
責
任
を
も
っ
て
安
心
と
信

　

頼
を
保
証
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
県
環
境
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
（
豊
0
7
7
6
・
2
5
・

り
乙
O
’
り
4
）
ふ
ま
で
。

一
老
人
保
健
一
部
負
担
金

　

来
年
一
月
か
ら
改
正

　

老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、
平

成
4
年
1
月
1
日
か
ら
、
お
年
寄

り
の
一
部
負
担
金
が
左
表
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

＼ 現行
H4．1．1
～5．3．31

H5．4．1
～7．3．31

H7．4．1

外

来
800淘 900％ 1，000％ 物価

スラ

イド

に

よる

金額

入

院
400％ 600％ 700％

●
保
育
所
の
入
所
申
込

　

締
切
は
2
8
日

　

来
年
4
月
に
入
所
の
市
内
保
育

所
（
公
立
・
私
立
と
も
）
入
所
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
資
格
原
則
と
し
て
平
成
3

　

年
9
月
3
0
日
以
前
に
生
ま
れ
保

　

護
者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
保

　

育
で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

受
付
期
間
1
2
月
2
日
⑥
～
2
7
日

　

②
申
込
方
法
市
福
祉
事
務
所
児
童

　

係
（
市
役
所
内
）
ま
た
は
最
寄

　

り
の
保
育
所
に
備
え
て
あ
る
入

　

所
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
う
え
、
関
係
書
類
を
添
え
て

　

提
出

入
所
決
定
後
日
、
面
接
と
調
査

　

を
行
い
、
3
月
上
旬
に
可
否
を

　

通
知

●
償
却
資
産
の
申
告
は

　

1
月
3
1
日
ま
で
に

　

1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
事
業

用
償
却
資
産
を
所
有
す
る
法
人
や

個
人
は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ

り
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
の
は
、
法
人
税
法

ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所
得

の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
に
算
入
さ
れ
る
機
械
・
器
具
・

装
置
・
備
品
・
車
両
・
運
搬
具
お

よ
び
所
有
ま
た
は
貸
し
付
け
て
い

る
構
築
物
な
ど
で
す
。

　

申
告
期
限
は
、
1
月
3
1
日
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
税
務
課
資

産
税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
2
5
）
ま
で
ど
ゝ
つ
ぞ
。

交通
安全

＼
k
H
＾
N

一
‘
・
？
シ
ト

加
害
者
や
家
族
も
悲
劇
に

　

絶
対
や
め
て
「
飲
酒
運
転
」

　

年
末
に
な
る
と
、
飲
酒
の
機
会
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
。
過
去
五
年
間

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
免
許
保
有
者
三

十
三
人
に
一
人
の
割
合
で
飲
酒
運
転

で
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
挙
さ
れ

る
と
次
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

＊
酒
酔
い
運
転
ト
二
年
以
下
の
懲
役

　

ま
た
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
、
違

　

反
点
十
五
点
、
免
許
取
消

＊
酒
気
帯
び
運
転
士
二
ヵ
月
以
下
の

　

懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金

　

違
反
点
六
点
、
免
許
停
止
処
分

　

飲
酒
運
転
で
人
を
殺
傷
し
た
場
合

は
、
相
手
や
同
乗
者
に
対
す
る
保
険

は
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
本
人
の
死
傷

や
車
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
い
っ
さ

い
保
険
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

飲
酒
運
転
の
事
故
に
よ
る
悲
劇
は

被
害
者
側
は
も
ち
ろ
ん
、
加
害
者
や

そ
の
家
族
に
も
及
び
ま
す
。
精
神
的

な
苦
痛
や
解
雇
、
家
計
の
破
綻
、
家

庭
の
崩
壊
な
ど
社
会
的
制
裁
は
相
当

な
も
の
で
す
。

　

飲
酒
運
転
が
、
重
大
な
結
果
を
招

く
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
毎
年

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
油
断
大

敵
」
と
日
ご
ろ
か
ら
戒
め
を
。



・INFORMATION

●
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
の
掛
け
金

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月

月
末
ま
で
に
そ
の
月
の
掛
け
金
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

保
険
料
を
滞
納
し
ま
す
と
、
そ

の
期
間
に
応
じ
て
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
今
年
4
月
以
降
の

掛
け
金
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
人

は
、
遅
く
て
も
来
年
4
月
ま
で
に

納
め
れ
ば
不
利
益
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

滞
納
し
て
か
ら
2
年
を
経
過
し
ま

す
と
、
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
納
期
限

ま
で
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
は
、
今
年
の
4
月
以
降

来
年
の
3
月
ま
で
は
、
月
額
九
千

円
（
付
加
年
金
は
四
百
円
増
し
）

で
す
。

　

国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
や

ご
相
談
は
、
市
役
所
市
民
課
年
金

係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
ま
で
。

●
中
学
・
高
校
生
の

　

春
休
み
海
外
派
遣

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

来
年
の
春
休
み
に
中
学
生
と
高
校

生
を
対
象
に
、
海
外
派
遣
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
事
業
の
概
要
と
事

前
説
明
会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
程
と
定
員
①
ア
メ
リ
カ
（
オ

　

レ
ゴ
ン
州
）
＝
3
月
2
1
日
～
4

　

月
4
日
・
3
0
人
②
ア
メ
リ
カ

　
　

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
3
月

　

2
6
日
～
4
月
6
日
・
7
人
③
オ
ー

　

ス
ト
ラ
リ
ア
（
メ
ル
ボ
ル
ン
）

　

3
月
2
1
日
～
4
月
4
日
・
2
0
人

　

④
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
ウ
ェ

　

リ
ン
ト
ン
）
3
月
2
1
日
～
4
月

　

4
日
・
2
0
人

経
費
共
通
経
費
2
万
5
千
円
に

　

①
3
6
万
5
千
円
②
3
5
万
5
千
円

　

③
3
9
万
5
千
円
④
3
9
万
5
千
円

事
前
説
明
会
1
月
1
8
日
①
会
場
、

　

時
間
に
つ
い
て
は
未
定

応
募
資
格
中
学
1
年
か
ら
高
校

　

3
年
ま
で
の
男
女

締
切
平
成
4
年
1
月
2
5
日
①

申
込
・
問
合
せ
先
財
団
法
人
●

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
1
6
0

　

新
宿
区
四
谷
2
1
1
1
大
村
ビ
ル

　

C
O
階
豊
0
3
・
3
3
5
9
・
8
4

　

2
1
）

●
図
書
館
で

　

人
形
劇
と
映
画

人
形
劇
「
も
も
た
ろ
う
」
「
と
ん

　

と
ま
つ
り
」

日
時
1
2
月
2
2
日
⑥
午
後
2
時

会
場
市
図
書
館

入
場
料
無
料

出
演
人
形
劇
団
と
ん
と
（
福
井

　

市
）

映
画
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
「
キ
ラ

　

キ
ラ
星
の
涙
」

日
時
1
2
月
2
5
日
④
・
2
6
日
④
の

　

両
日
午
前
1
0
時
3
0
分
と
午
後
2

　

時
会
場
市
図
書
館

入
場
料
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
市
業
務
職
員
募
集

　

平
成
4
年
4
月
採
用
予
定
の
大

野
市
業
務
職
員
の
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
3
3
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
。
学
歴
、
性
別

　

は
不
問

採
用
人
員
清
掃
員
2
人

試
験
1
2
月
2
2
日
⑥
午
前
8
時
3
0

　

分
か
ら
大
野
市
役
所
で
①
教
養

　

試
験
②
作
文
試
験
③
面
接
試
験

受
付
期
間
1
2
月
9
日
図
～
1
8
日

　

④
申
込
方
法
市
役
所
総
務
課
人
事

　

係
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

　

写
真
を
張
り
、
身
体
検
査
書
を

　

添
え
て
提
出
。
郵
便
で
申
込
用

　

紙
を
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
業
務
職
試
験
申
込
用
紙

　

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先

を
明
記
の
上
、
6
2
円
切
手
を
張

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

申
込
先
大
野
市
役
所
総
務
課
人

　

事
係
（
〒
9
1
2
大
野
市
天
神
町
I

　

－
1
・
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
2
2
3
）

●
子
宮
体
が
ん
検
診

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
の
出
口

の
ほ
う
に
で
き
る
「
頚
が
ん
」
と

奥
に
で
き
る
「
体
が
ん
」
の
2
種

類
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
高
た

ん
白
・
高
脂
肪
の
食
生
活
に
よ
っ

て
「
体
が
ん
」
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
「
体
が

ん
」
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

検
診
方
法
市
が
指
定
す
る
医
療

　

機
関
で
細
胞
摂
取

対
象
閉
経
期
前
後
の
婦
人

手
数
料
1
7
0
0
円

定
員
先
着
5
0
人

受
付
締
切
1
2
月
2
0
日
面

申
込
先
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　

電
話
（
豊
6
5
・
7
3
3
3
）

・
市
中
小
企
業
融
資

　

今
月
か
ら
利
率
変
更

　

市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
の

貸
付
利
率
が
、
1
2
月
1
日
か
ら
現

在
の
利
率
よ
り
短
期
で
I
％
、
長

期
で
に
］
％
下
が
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
商
工
会
議
所

　

（
豊
6
6
・
1
2
3
0
）
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

難病者激励に特別見舞金

　

市は、原因不明の疾病で治療

がきわめて困難な難病にかかっ

ている人に対し、激励と福祉の

増進を目的に特別見舞金を交付

しています。

　

この制度の対象となる人は、

所定の支給申請手続きが必要で

す。

お早めにどうぞ。

対象疾病ベーチェット病など

　

52種類の難病、育成疾患、先

　

天性代謝異常など

対象者市内に引き続き1年以

　

上住み、難病のため6ヵ月以

　

上入院または通院により、治

療を受けている人

申請方法市保健センターに備

　

えてある所定の申請用紙に必

　

要事項を記入し、特定疾患診

　

断書などを添えて提出してく

　

ださい。内容を審査し、支給

　

決定通知書を後日送付します。

申請期限1月10日②まで

※特別見舞金制度の対象となる

疾病や申請方法など詳しいこと

は、市保健センター（篠座117

－6－1豊65－7333）まで、お尋

ねください。
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熊
河

　

旧
西
谷
村
の
中
心
だ
っ
た
中
島
か
ら
雲
川

を
さ
か
上
る
と
、
巣
原
・
熊
河
・
温
見
が
あ

り
ま
す
。
巣
原
に
は
平
家
平
が
あ
り
、
平
家

と
の
関
わ
り
が
深
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
河
は
、
今
か
ら
五
百
二
十
年
前
、
鯖
江

の
誠
照
寺
が
一
向
一
揆
で
焼
き
討
ち
に
合
う

寸
前
に
、
信
徒
が
阿
弥
陀
如
来
を
も
っ
て
逃

れ
、
池
田
か
ら
美
濃
俣
を
通
っ
て
住
み
着
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
約
三
百
年
前
に
は

熊
河
と
温
見
の
間
に
金
山
が
見
つ
か
り
、
戸

数
は
百
戸
あ
り
二
百
年
繁
栄
が
続
き
ま
し
た

　

福
井
藩
主
か
ら
贈
ら
れ
た
刀
剣
が
、
養
休

寺
（
篠
座
）
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
五
十
年
は
ト
チ
の
木
を
伐
採
し
て
木
地
づ

く
り
、
次
の
五
十
年
は
炭
焼
き
、
終
戦
後
二

十
数
年
は
ブ
ナ
の
木
を
伐
採
し
て
線
路
の
枕

木
や
ベ
ニ
ヤ
用
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃

に
は
、
二
十
八
戸
に
減
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
林
は
す
っ
か
り
荒
れ
、
医
療
や
結
婚
の

問
題
も
手
伝
っ
て
、
昭
和
四
十
年
に
は
住
民

は
村
を
離
れ
ま
し
た
。
大
半
は
大
野
市
に
、

残
り
は
福
井
、
武
生
、
大
阪
に
移
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
二
度
の
大
火
が
あ
り
、

ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
た
こ
の
集
落
跡
に

も
変
転
き
わ
ま
り
な
い
人
々
の
生
活
が
あ
っ

た
こ
と
を
思
い
め
ぐ
ら
し
ま
し
た
。

　

真
名
川
ダ
ム
よ
り
土
流
域
の
砂
防
事
業
と

し
て
、
昭
和
五
十
三
年
よ
り
工
事
が
始
め
ら

れ
、
今
年
十
一
月
に
真
名
川
直
轄
砂
防
堰
堤

の
十
基
目
に
あ
た
る
熊
河
川
堰
堤
が
完
成
し

ま
し
た
。
建
設
省
福
井
工
事
事
務
所
の
粋
な

計
ら
い
で
、
市
内
の
小
学
生
か
ら
記
念
碑
名

版
の
揮
毫
を
募
集
し
、
阪
谷
小
学
校
の
長
谷

川
容
子
さ
ん
の
作
品
が
特
選
に
選
ば
れ
、
ト

ー
月
九
日
の
記
念
式
典
に
招
か
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

11月1日現在 前月比

世帯数 11，288世帯 ＋3世帯

42，047人 一27人

人口 男 20，132人 －12人

女 21，915人 －15人

10月中の異動
転入 50人 出生 31人

転出 75人 死亡 33人

市内の交通事故状況（4・ヵヽち4）

件数内訳
平成3年　
10月末

平成2年　
10月末 増減

総件数 358件 343件 ＋15件

人身

事故

件数 106件 146件 ー40件

死者 1人 2人 一1人

傷者 141人 188人 一47人

物損事故 252件 197件 ＋55件

表
紙
の
こ
と
ば

　

間
も
な
く
冬
将
軍
到
来
。
市

で
は
、
1
1
‥
ト
ン
級
の
除
雪
機
械

を
補
助
事
業
で
導
入
し
ま
し
た
。

‐
月
2
0
日
、
防
雪
基
地
で
新
車

両
で
の
除
雪
作
業
の
安
全
を
祈

願
す
る
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
車
両
と
入
れ
替
え
の
た
め
、

保
有
台
数
1
0
台
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
パ
ワ
フ
ル
な
除
雪
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

編
集
後
記

　

今
年
も
最
後
の
「
広
報
お
お

の
」
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
1

年
間
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
新
年
号
か
ら
は
毎

月
、
裏
表
が
2
色
刷
り
と
な
り

ま
す
。
私
た
ち
も
気
分
を
一
新

し
て
編
集
に
あ
た
る
つ
も
り
で

す
が
、
何
よ
り
の
特
効
薬
と
な

る
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

JI眠見i！1

　

今
年
も
ま
た
年
賀
状

を
書
く
時
期
が
き
た
。

一
枚
一
枚
の
賀
状
に
一

人
ひ
と
り
の
思
い
出
を

浮
か
べ
な
が
ら
、
ペ
ン

を
運
ぶ
楽
し
さ
は
格
別

で
あ
る
▼
私
と
T
先
生
と
の
年
賀
状
は
、
一
昨

年
故
人
と
な
ら
れ
る
ま
で
の
四
ト
余
年
一
度
も

欠
け
な
か
っ
た
。
私
は
先
生
に
よ
っ
て
教
師
の

道
に
入
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
中
で
は
全
て
に
遅
れ

が
ち
だ
っ
た
私
を
、
温
か
い
心
の
支
え
に
よ
っ

て
一
人
前
の
人
間
に
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
最
高

の
恩
師
で
あ
る
？
私
か
入
試
で
合
恪
し
た
時
、

先
生
は
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
。
報
告
に
出
向

い
た
私
を
ひ
と
目
見
る
な
り
「
今
日
の
お
前
の

顔
は
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
ぞ
」
と
I
d

わ
れ
た
の
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
先
生

と
の
接
触
は
わ
ず
か
二
年
間
で
あ
っ
た
が
、
私

を
強
く
引
き
つ
け
る
も
の
が
あ
っ
た
。
以
来
、

長
い
長
い
交
際
と
な
っ
た
▼
学
徒
動
員
、
軍
人

召
集
と
波
乱
万
丈
の
学
生
生
活
を
終
え
て
教
師

に
な
っ
た
時
、
真
っ
先
に
感
謝
の
礼
状
を
出
し

た
そ
の
返
信
に
「
三
日
見
ぬ
ま
の
桜
か
な
I
と

は
よ
く
I
丿
一
‥
つ
た
も
の
。
君
は
驚
く
ほ
ど
人
間
改

造
を
し
た
。
心
か
ら
脱
帽
す
る
。
私
か
君
に
求

め
た
教
師
の
道
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
れ
の
い
く

道
そ
の
道
を
楽
し
み
に
見
つ
め
て
い
き
た
い
」

と
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
退
職
後
は
愛
知
県

に
転
居
さ
れ
た
。
「
現
在
、
体
調
ま
ま
な
ら
ず
、

で
も
命
に
別
状
な
し
、
安
心
あ
れ
。
君
の
命
、

ほ
土
様
を
大
切
に
」
。
こ
れ
が
最
後
の
賀
状
と

な
っ
た
。
▼
昨
年
躊
躇
し
た
年
賀
状
で
あ
る
が

仏
前
に
供
え
て
欲
し
い
と
書
き
添
え
て
、
故
人

あ
て
に
年
賀
状
を
出
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
人

間
味
の
あ
る
豪
快
な
先
生
で
あ
っ
た
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
L
6
6
・
1
1
1
1
）
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